
プロフィール

大富 潤（おおとみ じゅん）：鹿児島大学水産学部教授。6月（June）生まれの潤はエビの研究を最も得意とするAB（エービー）型。おいしい魚料理のある
店に大富あり。魚への愛は一途で、今日もどこかで魚を食べる楽しさを伝えている。MBCラジオ「たんぽぽ倶楽部」（月〜金10：00〜12：50）内コーナー

「ととナビ」で毎週木曜12時すぎからお魚情報をお届け中。[主な著書]『九州発 食べる地魚図鑑』（南方新社）『旬を味わう魚食ファイル』（南方新社）など。

お魚ファイル｜28
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います。ところが、サツマテッポウ

エビは深海にすんでいるのです。今

のところ、世界中で鹿児島県の錦

江湾でしか見つかっていない、とて

もめずらしいエビです。

おと だ し
ハサミでパチンと音を出すことで知

られるテッポウエビの仲間。とても

種類が多く、日本の海にも70種類く

らいいるといわれていますが、その

ほとんどは岸近くの浅い海にすんで

なか  ま

せかいじゅう か ご しまけん きん

しんかい いま

しゅるい おお に ほん うみ しゅるい

こう わん み

きしちか あさ うみ

オオスミテッポウエビ

じつは、以前にも錦江湾でテッ
ポウエビの仲間の新種を発見し
ています。大隅地方の垂水市の
漁船で採集したことから、オオ
スミテッポウエビと名付けたエ
ビです。オオスミテッポウエビと
サツマテッポウエビはよく似て
いますが、体の何ヶ所かのかた
ちにちがいがあります。今回の
発見で、薩摩と大隅のそろいぶ
みとなりました。

▲オオスミテッポウエビ

▲大富先生たちの南星丸での調査風景

▲鹿児島大学水産学部の南星丸

サツマテッポウエビの素揚げ
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